
 第１２６号 け や き        平成 ３０ 年 ７ 月 発行 

 

1 

                      

新
入
会
員
研
修
会
実
施
報
告 

    

                           

                           

                        

  

謹
賀
新
年 

正会員数 
(６月１日現在) 

 

男性 491名 

女性 181名 

合計 672名 
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平
成
30
年
６
月
22
日
（
金
）
午
後

１
時
よ
り
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
平
成
30
年
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

会
員
数
672
名
の
内
、
出
席
者
総
数 

619

名
、
内
訳
は
会
場
出
席
者
140 

名
、
委
任
状
提
出
者
457
名
、
議
決
権

行
使
書
提
出
者
22
名
で
し
た
。 

当
日
は
、
名
誉
会
長
・
東
大
和
市

長 

尾
崎
保
夫
様
、
東
大
和
市
議
会

議
長 

押
本 

修
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

始
め
に
、
立
石
孝
義
会
長
か
ら
挨

拶
を
申
し
上
げ
、
続
い
て
名
誉
会
長

（
市
長
）、東
大
和
市
議
会
議
長
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
会
長
が
仮
議
長
に
就
任

し
た
の
ち
、
定
足
数
を
確
認
し
、
議

長
に
立
石
会
長
を
選
任
し
、
議
事
進

行
を
行
い
ま
し
た
。 

 

                      

総
会
は
、
下
記
の
案
件
に
つ
い
て

議
事
が
進
め
ら
れ
、
２
件
の
議
事
案

件
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

          

 

      

理
事
２
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

窪
田 

進 

第
１
地
区
芋
窪
Ｂ
班 

 

小
林
己
喜
雄
第
７
地
区
南
街
Ｅ
班 

       

    

定
時
総
会
終
了
後
、
平
成
30
年
度

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

始
め
に
役
員
表
彰
と
し
て
、
役
員

を
３
期
以
上
務
め
ら
れ
た
方 

 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

前
会
長 

山
田 

正
博 

      

続
い
て
、
会
員
表
彰
と
し
て
平
成

20
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
の

10
年
間
で
70
％
以
上
就
業
さ
れ
た

28
名
の
方 （

敬
称
略
・
入
会
順
） 

嶋
崎 

順
子 

 

島
田 

耐
子 

藤
田 

 

眞 
 

渡
部 

寿
美
江 

竹
内 

政
夫 

 

北
原 

 

泉 

中
村 

利
子 

 

町
田 

保
男 

廣
川 

茂
子 

 

杉
本 

雄
喜 

富
岡 

義
男 

 

茂
木 

 

功 

平
成

年 定
時
総
会
開
催 

会 

員 

の 

表 

彰 

議 

事 

一
、
報
告
事
項 

 

①
第
１
号
報
告 

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
事

業
報
告
の
件 

二
、
議
事
事
項 

①
第
１
号
議
案 

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
計

算
書
類
等
の
承
認
の
件 

②
第
２
号
議
案 

 

理
事
２
名
の
選
任
の
件 

新
任
理
事
紹
介 

左 小林己喜雄 理事 

右 窪田  進 理事 

シルバー人材センター 

名誉会長  

東大和市長 尾崎保夫様 

東大和市議会議長 

押本 修様 
シルバー人材センター 

 会長 立石孝義 
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小
林 

八
郎 

 

鈴
木 

信
重 

増
田 

康
彦 

 

山
田 

正
博 

横
川 

た
ま
え 

田
中 

 

久 

名
取 
友
勝 

 

土
屋 

雪
雄 

小
島 

朝
雄 

 

坂
井 

正
治 

大
平 

武
明 

 
宮
﨑 

吉
光 

遠
藤 

直
孝 

 
小
角 

 

武 

宮
下 

精
一 

 

中
村 
研
治 

  

             

続
い
て
、
平
成
30
年
３
月
現
在 

そ
れ
以
前
に
５
年
間
継
続
し
て
就
業

さ
れ
た
年
齢
80
歳
以
上
の
15
名
の

方 

 
 

（
敬
称
略
・
入
会
順
） 

岩
田 

 

豊 
 

氏
井 

政
子 

木
村 

吉
璋 

 

黒
川 

式
子 

常
見 

芳
久 

 

大
山 

智
恵
子 

関 
 

善
作 

 

笠
原 

 

勝 

延
東 

吉
朗 

 

林 
 

暉
芳 

渡
辺 

俊
子 

 

田
部
井 

敏
子 

坂
井 

正
治 

 

小
川 

孝
六 

安
井 

信
之 

              

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
気
を
つ
け

て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

    

健
康
増
進
事
業 

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
実
施
報
告 

 

今
年
は
、
桜
咲
き
誇
る
４
月
３
日

（
火
）
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。 

 

名
誉
会
長
尾
崎
保
夫
市
長
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
準
備
体
操
の
後

出
発
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
45
名
は
、
二
つ
池
公
園
を

通
り
新
緑
の
都
立
東
大
和
公
園
の
山

道
に
入
り
、
山
野
草
や
植
樹
さ
れ
た

若
木
の
中
、円
乗
院
、狭
山
公
民
館
、 

           

狭
山
神
社
を
通
り
南
門
口
か
ら
都
立

狭
山
公
園
に
入
り
、
宅
部
池
に
て
小

休
止
、
そ
の
後
都
立
公
園
を
管
理
し

て
い
る
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
係
員
よ

り
、
公
園
の
歴
史
を
始
め
花
や
木
等

の
植
物
、
鳥
や
魚
・
亀
等
の
動
物
に

関
す
る
写
真
を
パ
ネ
ル
で
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

        

    

そ
の
後
、
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
散

る
中
を
通
り
抜
け
、
堤
防
上
の
広
場

で
一
同
記
念
写
真
を
撮
り
解
散
し
ま

し
た
。 

行
程
は
４
㎞
弱
、
約
３
時
間
の 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。 

総
務
委
員
会 

新緑の狭山公園を行く 

市長とともに狭山神社で 

10年間で70％以上就業された方々 

5 年間継続して就業された 80 歳以上の方々  
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新
入
会
員
研
修 

 
 
 
 

実
施
報
告 

事
業
委
員
会 

安
全
管
理
委
員
会 

平
成
30
年
４
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平

成
30
年
度
第
１
回
新
入
会
員
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
よ
り
、
事
業
委
員
会
と
安

全
管
理
委
員
会
合
同
で
毎
月
の
開
催

と
な
り
、研
修
終
了
後
に
会
長
よ
り
、

当
月
入
会
会
員
に
、
会
員
証
を
交
付

す
る
形
式
と
な
り
ま
し
た
。 

研
修
の
目
的
は
、
就
業
前
に
会
員

と
し
て
の
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
概
要

や
接
遇
及
び
安
全
就
業
に
つ
い
て
の

説
明
を
主
に
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
４
月
入
会
会
員
16
名
、
及

び
１
月
か
ら
３
月
入
会
会
員
13
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

立
石
会
長
の
挨
拶
の
後
、
事
業
委

員
会
か
ら
は
、①
セ
ン
タ
ー
の
概
要
、

②
会
員
と
し
て
守
る
べ
き
こ
と
、 

③
セ
ン
タ
ー
の
組
織
と
就
業
の
仕
組

み
な
ど
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
て
小
林
委
員
長
よ
り
説
明
を
行
い

ま
し
た
。 

           

 

引
き
続
き
、
東
京
し
ご
と
財
団
作

成
の
接
遇
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
し
た
。 

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
は
、 

①
安
全
就
業
、
②
各
種
講
習
会
、

③
安
全
学
習
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
て
増
田
委
員
長
が
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

最
後
に
会
員
証
が
手
渡
さ
れ
、
予

定
ど
お
り
新
入
会
員
研
修
は
終
了
し

ま
し
た
。 

接
遇
研
修
会 

開
催
報
告 

 

平
成
30
年
５
月
10
日
（
木
）
に
接

遇
研
修
会
が
当
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
29
年
10
月
～
平
成
30
年
３

月
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
新
入
会
員
を

対
象
に
参
加
を
募
り
、
午
前
と
午
後

の
部
を
合
わ
せ
て
20
名
が
受
講
し

ま
し
た
。 

             
 

 
講
師
に
合
同
会
社
「
ア
ッ
プ
グ
ロ

ー
ス
」の
宮
澤
知
繁
代
表
を
招
き「
接

遇
力
向
上
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
働
く
会
員
の

役
割
、
挨
拶
・
礼
の
仕
方
や
顔
の
表

情
、
身
だ
し
な
み
、
会
話
の
手
法
な

ど
に
関
す
る
接
遇
の
基
本
及
び
苦
情

対
策
の
方
法
な
ど
を
実
例
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
話
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。 

 

一
方
的
に
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な

く
、
時
に
は
ク
イ
ズ
形
式
で
受
講
者

も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
り
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
会
話
の
や
り
取
り

の
模
擬
練
習
を
行
う
な
ど
、
参
加
者

も
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
研
修
内
容

で
し
た
。 

 
 

           

事
業
委
員
会 

講義を受ける会員の皆さん 

小林委員長から説明を受ける 

グループに分かれて活発な討議 

活発な 
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嘱
託
職
員 

豊
嶋 

元
子 

        

今
年
の
四
月
か
ら
、
臨
時
職
員
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
豊
嶋
」
と
書
い
て
「
て
し
ま
」
と

珍
し
い
呼
び
方
を
し
ま
す
の
で
、
是

非
覚
え
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

山
口
県
か
ら
関
東
に
引
越
し
て
き

た
機
会
に
自
転
車
に
乗
る
よ
う
に
な

り
、
美
味
し
い
物
を
求
め
て
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
で
遊
び
に
行
く
の
が
今

一
番
の
楽
し
み
で
す
。
暑
く
な
っ
て

く
る
と
、
大
好
き
な
お
蕎
麦
屋
め
ぐ

り
な
ん
か
が
良
い
で
す
ね
。 

お
勧
め
店
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

 

               

 

第
７
回
東
大
和
市
グ
ル
メ
コ
ン

テ
ス
ト「
う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭
」が
、

４
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
に

都
立
東
大
和
南
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 今

年
は
、
連
日
夏
日
と
い
う
天
候

で
、
21
日
（
土
）
約
４
万
人
、
22
日

（
日
）
約
４
万
２
千
人
と
８
万
２
千

人
を
超
え
る
、
過
去
最
高
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。 

昨
年
同
様
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
「
シ
ル
バ
ー
く
ん
」
と
と
も

に
、「
う
ま
べ
ぇ
～
」、「
た
ま
ち
ゃ
ん
」、

「
み
ん
べ
ぇ
」
も
勢
揃
い
し
、
大
い

に
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
炎

天
下
で
の
着
ぐ
る
み
の
方
々
の
奮
闘

ぶ
り
に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま

す
。 当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
職
群
班
の

会
員
、
役
員
、
職
員
な
ど
18
名
が
参

加
し
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

          

そ
の
他
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委

員
会
か
ら
の
要
請
で
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
会
員
４
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
会
場
案
内
、
ゴ
ミ
の
分
別
、
自

転
車
整
理
、
駐
車
場
案
内
な
ど
来
場

者
の
方
々
に
寄
り
添
う
活
動
で
、
と

て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
も
地
域
貢
献
の
一
環
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

   

６
月
３
日
（
日
）「
第
33
回
環
境
市

民
の
集
い
」
が
東
大
和
市
役
所
北
側

駐
車
場
を
中
心
に
、「
み
ん
な
で
築
こ

う
よ
り
よ
い
環
境
」を
テ
ー
マ
と
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

      

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会

員
募
集
な
ど
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内

容
な
ど
を
案
内
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

し
た
。 

う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭
で 

Ｐ
Ｒ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

環
境
市
民
の
集
い
に
参
加 

新
入
職
員
紹
介 

入場門付近のにぎわい 

大人気のシルバーくん 

出店でにぎわう会場 
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第
５
地
区
会
員
交
流
会 

 
 
 
 

桜
が
丘
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
班 

内 

容
：
昭
和
記
念
公
園
で 

「
お
花
見
の
会
」 

実
施
日
：
平
成
30
年
４
月
９
日
（
月
） 

参
加
者
：
12
名 

 

  

当
日
は
４
月
の
良
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
絶
好
の
お
花
見
日
和
。
玉
川
上

水
の
緑
道
を
歩
き
、
流
泉
寺
を
経
由

し
て
砂
川
口
か
ら
公
園
に
入
っ
た
。 

桜
は
終
わ
っ
て
い
た
が
、
整
備
さ

れ
た
園
内
は
若
葉
が
芽
を
出
し
、
ヨ

モ
ギ
色
の
木
々
の
眺
め
が
な
ん
と
も

心
地
よ
い
。「
み
ん
な
の
原
っ
ぱ
」
を

経
由
し
、
渓
流
広
場
の
「
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
」
を
目
指
し
た
。
色

と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

乱
れ
、
広
場
は
見
物
客
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
っ
た
。
赤
・
白
・
黄
色
な
ど
20

万
本
以
上
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
く

渓
流
沿
い
は
圧
巻
で
あ
り
、
タ
イ
の

正
装
を
し
た
女
性
な
ど
多
く
の
外
国

の
方
々
の
姿
も
見
ら
れ
た
。 

 

           

  

花
を
満
喫
し
た
後
は
、
芝
生
に
車

座
に
な
り
食
事
と
会
話
を
楽
し
ん
だ
。

「
椅
子
が
必
要
だ
ね
」
と
言
い
な
が

ら
、
持
参
し
た
弁
当
を
広
げ
、
女
性

陣
が
用
意
し
て
く
れ
た
サ
ラ
ダ
や
焼

き
鳥
な
ど
を
い
た
だ
き
、
花
見
に
は

欠
か
せ
な
い
冷
た
い
ビ
ー
ル
が
会
話

を
盛
り
あ
げ
た
。 

     

 

第
６
・
第
７
地
区
合
同 

 

会
員
交
流
会 

 

第
６
地
区 

 
 

上
北
台
Ａ
・
Ｂ
班
・
立
野
Ａ
・

Ｂ
班 

 

第
７
地
区 

中
央
班
・
南
街
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
班 

内 

容
：
つ
つ
じ
園
と
高
麗
神
社 

実
施
日
：
平
成
30
年
４
月
26
日
（
木
） 

参
加
者
：
20
名 

 

晴
天
の
下
、
総
員
20
名
西
武
拝
島

線
で
拝
島
駅
へ
、
本
数
の
少
な
い
八

高
線
で
越
生
ま
で
行
き
、
広
大
な
敷

地
内
に
12
種
類
１
万
株
が
咲
き
競

う
「
五
大
尊
つ
つ
じ
園
」
へ
。
途
中

五
大
尊
像
の
石
段
両
脇
に
は
、
樹
齢

300
年
を
超
え
る
600
本
以
上
の
古
木

を
鑑
賞
し
な
が
ら
つ
つ
じ
園
へ
、
起

伏
の
あ
る
小
高
い
丘
一
面
に
色
と
り

ど
り
の
つ
つ
じ
を
鑑
賞
す
る
。 

 
こ
の
後
、
高
麗
駅
ま
で
戻
り
、
高

麗
神
社
へ
、
高
麗
は
１
３
５
０
年
前

に
朝
鮮
半
島
の
戦
に
敗
れ
た
高
句
麗

の
王
、
若
光
は
じ
め
１
７
９
９
名
が

日
本
各
地
に
逃
避
、
そ
の
後
、
38
代

天
智
天
皇
が
各
地
に
点
在
し
て
い
た

高
句
麗
人
を
現
在
の
日
高
市
に
土
地

を
与
え
、
一
か
所
に
住
ま
わ
せ
「
高

麗
村
」
と
名
付
け
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
麗
神
社
は
、天
皇
皇
后
両
陛
下
、

鳩
山
一
郎
、
滝
口
雄
幸
両
総
理
大
臣

を
は
じ
め
と
し
多
く
の
政
財
界
の
人

が
参
拝
さ
れ
て
お
り
、
男
性
に
は
、

出
世
神
社
と
し
て
、
女
性
に
は
結
婚

祈
願
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人

気
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

         
  

春
か
ら
初
夏
の
訪
れ
の
つ
つ
じ

園
を
満
喫
し
、
過
去
の
朝
鮮
半
島
の

歴
史
を
学
ん
だ
一
日
で
し
た
。 

 

午
後
３
時
半
頃
、
玉
川
上
水
駅
に

事
故
無
く
全
員
帰
着
し
ま
し
た 

会
員
交
流
会
報
告 

会
員
交
流
会
報
告 

色とりどりが咲き誇るチューリップ 
 

 

高麗神社の大鳥居 
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フ
レ
イ
ル
を
予
防
・
改
善
し
よ
う 

東
大
和
市
福
祉
部
高
齢
介
護
課 

 

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
「
フ
レ
イ

ル
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、「
虚
弱
」
を

意
味
す
る
「
Ｆ
ｒ
ａ
ｉ
ｌ
ｔ
ｙ
」
か

ら
な
る
造
語
で
、
健
康
障
害
に
つ
な

が
る
心
身
の
脆
弱
な
状
態
で
あ
る
一

方
、
適
切
な
介
入
・
支
援
に
よ
り
再

び
生
活
機
能
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る

状
態
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

心
身
の
脆
弱
性
、
生
活
機
能
と
表

現
を
す
る
と
身
体
的
な
面
に
着
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
フ
レ
イ
ル
に
は
①

低
栄
養
、
口
腔
機
能
低
下
、
運
動
器

の
障
害
等
の
身
体
的
フ
レ
イ
ル
、
②

軽
度
認
知
障
害
、
認
知
症
、
う
つ
等

の
精
神
・
心
理
的
フ
レ
イ
ル
、
③
閉

じ
こ
も
り
、
孤
立
、
孤
食
等
の
社
会

的
フ
レ
イ
ル
の
３
要
素
が
あ
り
、
こ

れ
ら
が
互
い
に
影
響
し
あ
う
多
面
性

が
存
在
し
ま
す
。 

フ
レ
イ
ル
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
方
法
と
し
て
は
、米
国
の
リ
ン
ダ
・

フ
リ
ー
ド
博
士
ら
が
提
唱
し
て
い
る

５
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
定
義
が
有

名
で
す
。 

①
体
重
減
少 

②
疲
労
感 

③
身
体
活
動
の
低
下 

④
歩
行
速
度
の
低
下 

⑤
筋
力
低
下 

の
５
項
目
の
う
ち
３
つ
以
上
に
該
当

す
る
場
合
は
「
フ
レ
イ
ル
」
と
評
価

さ
れ
、
生
活
機
能
の
低
下
や
死
亡
率

が
上
昇
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
～
２
つ
に
該
当
す
る

場
合
は
「
プ
レ
フ
レ
イ
ル
」、
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
場
合
は
健
常
と
評

価
さ
れ
ま
す
。 

「
フ
レ
イ
ル
」
は
先
述
の
と
お
り
、

精
神
・
心
理
的
、
社
会
的
要
素
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
側
面
を

考
慮
し
た
簡
易
チ
ェ
ッ
ク（「
指
輪
っ

か
テ
ス
ト
」
と
「
イ
レ
ブ
ン
チ
ェ
ッ

ク
」
で
構
成
）
が
東
京
大
学
高
齢
社

会
総
合
研
究
機
構
に
よ
っ
て
考
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
の

普
及
啓
発
に
活
用
さ
れ
て
い
る
「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
も
有
効
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
東
大
和
市
で
は
、

75
歳
以
上
の
方
に
２
年
に
１
度
実

施
し
て
い
ま
す
。） 

 

身
体
的
フ
レ
イ
ル
や
精
神
・
心
理

的
フ
レ
イ
ル
に
対
し
て
は
、
運
動
や

体
操
等
で
体
を
動
か
す
こ
と
や
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
持
病
等
の
疾
患
に

対
し
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
。 

さ
ら
に
、
人
と
の
「
つ
な
が
り
」

を
持
つ
と
社
会
的
な
フ
レ
イ
ル
を
予

防
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
と
の
「
つ
な
が
り
」
と
い
っ
た
社

会
的
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
寿
命
に
与
え
る
影
響
は
、

禁
煙
に
取
り
組
む
こ
と
と
同
程
度
で

あ
り
、
肥
満
や
運
動
不
足
の
改
善
よ

り
も
寿
命
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
最
近
の
研
究
結
果
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

も
し
、
普
段
の
生
活
を
見
返
し 

た
と
き
に
、
人
と
の
「
つ
な
が
り
」

が
「
な
い
」
も
し
く
は
「
少
な
い
」

と
感
じ
た
方
は
、
興
味
の
持
て
る
グ

ル
ー
プ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
を
無
理
の
な
い
範
囲
で
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

市
内
に
は
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ

う
体
操
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
17
箇

所
あ
り
ま
す
。
体
操
も
で
き
、
人
と

の
「
つ
な
が
り
」
も
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
す
。
東
大
和
ゆ
う
ゆ
う
ポ
イ
ン

ト
制
度
や
介
護
支
援
い
き
い
き
活
動

制
度
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
）
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

引
用
・
参
考
文
献
： 

「
健
康
づ
く
り
」
No

474

P

2～6 

「
健
康
づ
く
り
」
No

481

P

17 

孤
独
に
関
す
る
医
学
的
研
究
と

人
間
の
孤
独
性
（2014

年 

杉
岡
良

彦
） 

       

高
齢
者
の 

健
康
管
理
に
つ
い
て 

お友達との楽しい会話 
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センターの今後の予定 

月 日 曜 日 時 間 内  容 

 

 

７ 

4 水 10：00 熱中症予防講習会 

11 水 9：00 入会説明会 

13 金 10：00 出張入会説明会（中央公民館） 

17 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

17 火  配分金振込 

18 水 9：00 入会申込日 

26 木 9：00 定例理事会 

27 金 10：00 新入会員研修会 

 

 

８ 

8 水 9：00 入会説明会 

15 水 9：00 入会申込日 

17 金  配分金振込 

21 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

30 木 9：00 定例理事会 

31 金 10：00 新入会員研修会 

 

 

９ 

12 水 9：00 入会説明会 

14 金 10：00 出張入会説明会（向原市民センター） 

18 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

18 火  配分金振込 

19 水 9：00 入会申込日 

27 木 9：00 定例理事会 

就
業
会
員
募
集 

  

シ
ル
バ
ー
パ
ス
一
斉
更
新
業
務 

 
 

今
年
度
も
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
更
新
事
務
の

仕
事
が
、
西
武
バ
ス
㈱
よ
り
委
託
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
就
業
希
望
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

◇
就
業
内
容 

 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
一
斉
更
新
業
務 

◇
応
募
条
件 

 

制
度
を
よ
く
理
解
で
き
、
事
務
能
力
に 

 

優
れ
、
接
遇
が
良
く
、
協
調
性
が
あ
り
、
実

地
研
修
に
参
加
で
き
る
方
。 

◇
就
業
期
間 

 

９
月
１
日
（
土
）
～
９
月
30
日
（
日
） 

（
平
日
18
日
中
）
延
べ
４
～
５
日 

◇
就
業
時
間 

 

９
時
～
17
時
の
７
時
間 

◇
就
業
場
所 

 

公
民
館
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー 

◇
配
分
金
額 

 

配
分
金 

６
，
９
３
０
円
／
日 

 

交
通
費 

４
４
０
円
／
日 

◇
募
集
人
員 

 

24
名 

性
別
不
問 

◇
応
募
方
法 

 

官
製
は
が
き
に
会
員
番
号
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
７
月
25
日
（
水
） 

 

セ
ン
タ
ー
必
着
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

◇
選
考
結
果 

 

採
用
さ
れ
た
方
の
み
に
、
８
月
３
日
（
金
） 

 

ま
で
に
電
話
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２
―
５
６
５
―
０
５
３
１ 

但
し
、
出
張
入
会
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。 

 

①１４：００ 

②１４：３０ 

③１５：００ 

④１５：３０ 

⑤１６：００ 

各時間１名 

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。 

就 業 相 談 日 相談時間帯 

H30年７月17日（火） 1２月18日（火）  

 

 

 

 

８月21日（火） H31年1月15日（火） 

９月18日（火） 2月19日（火） 

１０月16日（火） ３月19日（火） 

１１月20日（火）  

 

就
業
相
談
を 

実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
し
込
み 

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
窓
口 

で
、
事
前
予
約
を
し
て
く
だ 

さ
い
。 


